
般財源 1,438 702 736

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
5年間計画額

当初予算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２６年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
3. 民生費 5. 母子生活支援施設入所措置事業

3. 児童福祉費

2. 児童措置費 児童青少年課

（佐倉市）　　

-

平成23年度 -

経常 単独 通常 2,886 2,946
平成24年度 -

平成25年度 -

平成26年度 -

平成27年度 -

国庫支出金 県支出金

4,394 5,832 80 2,876 1,438 1,438

ＤＶ被害などの諸事情により児童の保護養育が十分にで 様々な生活上の問題を抱える母子家庭やＤＶ被害母子の 様々な生活上の問題により児童の養育が十分できない母

きない母子家庭の母子を母子生活支援施設に入所措置し、自立に向かっ 、安定した生活の場を確保し、自立に向けた支援を行います。 子家庭の母子やＤＶ被害母子に、生活相談や学習指導等の生活支援を行

ての支援をします。 い、母子家庭の自立を図ります。

事業の性質上突発的に措置が発生するため、支出 措置先となる施設の規模、人員配置及び立地によ

の予定を把握するのは困難です。 り措置費の基本額が異なり、また入所者数に応じ当月請求額が変化する

ため、今年度平均額を基に、被虐待児を含む世帯が一世帯新規入所した

想定で算出しています。

分担金及び負担金

13 5,832 2,886 2,946 12 01 01 03 07 00 母子支援施設入所者負担金 80 80 0

14 01 01 02 01 00 母子生活支援施設入所措置費負担金 2,876 1,403 1,473

15 01 01 02 01 00 母子生活支援施設入所措置費負担金 1,438 701 737

差引一


